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（下田ら， 2003a) 1)と同様である．なお，本稿でも ，
学科名の第一看護科を 1N, 第二看護科を 2N, 臨床
検査科を MT, 放射線技術科を RT,臨床工学科を
ME，介護福祉科をCWと略名で表記する ことにする．
質問項目については，市川(1995,1998, 2001)2~4)の












































①実用志向： 2Nが最も高く 4.02,次いで lNで
3.95, cwで3.88であ った．MT,RT, MEはそれ
ぞれ3.78, 3.79, 3.81であった．




で RTか3.12, 低かったのは MEが2.96, MTが
2.97で，心理尺度の最高最低の差はわずかだった．
















%, MTが92%, RTが82.6%, MEが88.6%,cw 
が84.8％で，全学科では80％以上であった．否定的な









lN 3 95 3.42 3 01 2.82 2.93 2 59 
2N 4 02 3 67 3 14 2.59 2.95 2 50 
MT 3 78 3 39 2 97 2.69 2.83 2 41 
RT 3 79 3 51 3 12 2 58 2. 75 2 45 
ME 3 81 3 52 2 96 2 65 2 73 2 38 
CW  3 88 3 28 3 01 2 74 2 61 2 59 
全体 3 88 3 45 3 03 2 70 2.80 2 50 
＊心理尺度の平均値（調査方法参照）
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回 竿c:, 率
〈質問項目〉A 「学んだことを，将来の仕事に生かしたいから」， B 「勉強したことは，生活の場面で役に立つから」， C 「勉強で得た知識は，ぃ
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%, MTが49.1%, RTが28.7%,MEか43.5%,cw 
が68.5％であった． 1 N, 2 N, CWの 3学科は約60






















%, MTが71.3%,RTが80.7%,MEが67.7%, cw 
が72％で，ほぼ全学科が70％以上であった．否定的な





















%, MTが82.4%,RTが76.8%,MEが82.1%, cw 
が66.2％で，ほぼ全学科が80％前後であったが，こ の
中で CWがやや低いのが目立った．否定的な回答は，
















回答は， lNが8.6%, 2Nが1.7%, MTが12.6%,
RTが3.8%, MEが4.8%,cwが12.8%であった．
質問事項 E. 「勉強しないと，充実感がないから」
各学科の肯定的な同答は， lNが12.9%, 2 Nが21
%, MTが15.7%, RTが15.3%,MEが17.7%,cw 
が11.7％で， 2N以外の学科は20％以下であった． 否
定的な回答は， lNが48.8%, 2 Nが42.0%,MTが
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回 クc:r 率
〈質問項目〉A 「新 しいことを知りたいと思う気持ちから」，B 「いろいろな知識を身につけた人になりたいから」，C 「すぐに役に立たないにし
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回 夕c:, 率
〈質問項目〉A 「勉強することは，頭の訓錬になると思うから」， B 「学習の仕方を身につけるため」， C 「合理的な考え方ができるようになるた







%, MTが31.6%,RTが34.5%,MEが24.1%, cw 
が33.6%で，全学科が40％以下であったが， MEが30
％以下なのが目立った．否定的な回答は， lNが28.1




%, MTが31.7%, RTが30.7%,MEが38.6%,cw 
が38.3%で，ほとんどの科が30％前後であった．この
中で 2Nがやや高いのが目立った．否定的な回答は，




各学科の肯定的な回答は， lNが22.8%, 2 Nが35
%, MTが36.4%, RTが34.5%, MEが28.9%，ほ
とんどの学科が30％前後であ ったが，CWはやや低く
18.5％であった．否定的な回答は， lNが33.6%,2 N 





%, RTが57.6%, MEが61.2%, cwが52.2％で，
ほとんどの科が60％前後であったが， 2Nは73.6％で




















各学科の肯定的な回答は， lNが4.2%, 2 Nが5.2
%, MTが6.2%, RTが 0%, MEが4.8%,cwが
8.1％で，全学科が10％以下であった．否定的な回答は，
lNが81.4%, 2 Nが85.8%, MTが85.6%, RTが
80.6%, MEが82.2%, cwが69.4％であ った．
質問事項B. 「テストの成績がいいと，親や先生にほ
めてもらえるから」
各学科の肯定的な回答は， lNが27.1%, 2 Nが29.7
%, M Tが17.3%,RTが11.5%,MEが11.2%,cw 
が20.8％で，全学科が30％以下であったが，中でも MT,
RT, MEはやや低いのが目立った．否定的な回答は，
lNが46.7%, 2 Nが57.8%, MTが55.5%, RTが












%, MTが46%, RTが36.4%, MEが43.4%,cw 
が36％で，全学科が30-40％台であった．否定的な回







のが目立った．否定的な回答は， lNが57.5%, 2 N 
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回 クc:, 率
〈質問項目〉A 「成緻が良ければ，こづかいやごほうびがもらえるから」，B 「テストの成納がいいと，親や先生にほめてもらえるから」， C 「学
歴があれば，大人になって経済的にも良い生活ができるから」， D 「学歴がいいほうが，社会に出て得な ことが多いと 思うか ら」， E 「勉強しない




た．否定的な皿答は， lNが21.6%, 2 Nが29.7%, %, MTが44.4%,RTが28.8%,MEが33.7%, cw 
M Tが22.1%,RTが21.0%,MEが16.0%, cwが が31.3％で，はとんどの学科が30-40％台であったが，
22.0％であった． RT, CWはやや低いのが目立った．否定的な回答は，
lNが27.0%, 2 Nが24.5%, M Tが31.6%,RTが
























各学科の肯定的な回答は， lNが22.7%, 2 Nが29.7
%, MTが23.7%, RTが17.3%,MEが19.3%,cw 
が22％で，全学科が30％以下であ った．否定的な回答







ぞれ45.1%, 39. 5％であった．否定的な回答は， lN 















%, MTが12.6%, RTが13.4%,MEが16％であ っ
たが，CWはやや31.3%と高か った．否定的な回答は，





%, MTが26.9%, RTが7.6%, MEが12.8%, cw 
が19.7％で，RTは7.6%と低か った．否定的な回答は，





%, MTが9.4%, RTが9.6%, MEが16%,cwが
10.4％で，全学科が20％以下であった．否定的な回答
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回 夕にコ 率
〈質問項目〉A 「成績がいいと，他人より優れているような気持ちになれるか ら」 ，B 「成絞が良ければ，仲間から胞敬される と思うから」， C 「ラ
イバルに負けたくないから」， D 「勉強して良い学校を出たほうが，立派な人だと思われるから」， E 「勉強が人並みにでき ないのはくやしいか
ら」， F 「勉強が人並みにできないと，自信がな くなってしまうから」．
〈回答の選択肢〉よく当てはま る■，当てはまる口，どちらともいえない口， 当てはまらない口，まったく 当てはまらない□．
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〈質問項目〉A 「みんながやるから，なんとなく当たり前と思って」， B 「友達といっしょに何かしていたいから」， C 「親や好きな先生に認めて
もらいたいから」， D 「周りの人たちが良く勉強するので，それにつ られて」， E 「みんながすることをや らないと，おかしい ような気がして」，
F 「勉強しない と親や先生に悪いような気が して」．
〈回答の選択肢〉よく当てはまる■，当ては まる口，どちらともいえない口，当てはまらない口，まったく当てはまらない□．
図 6 各学科における関係志向に関する調査結果
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%, M Tが34.8%,RTが26.9%,MEが22.4%,cw 内容関与的動機，とりわけ実用志向が強いのは， 「人
が23.2％で，全学科ともに30％前後であった．否定的 をつくる」，「体をつくる」，「深い専門的知識 ・技能を
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